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もっとも朔太郎はすでに 1913年［大 3］5月 19日という創作の日付をもつ生前未発表の
習作詩「成長」で「しんしんとして水の流れゆくときに／われはこころを傾むけて／あり
とあらゆるものの吐息をかぐ」13 という詩句、また 1913 年［大 3］7 月 13 日という創作の
日付をもつ「林檎の核」と題された、おそらく土岐哀果（善麿）や石川啄木にならった三
行書きの連作短歌（歌十七首）で「しんしんたる水の音かな／汽車はまた／トンネルを出

























































































たい ま と も
（8）冬の日の匂しんしんと我がそばの細竹むらに染み入らく見ゆ 26
（1915年［大 4］2月『アララギ』初出）


































く吐息して／雪はしんしんふりつもる」33（「雪」、1913 年［大 2］11 月『スバル』初出）のよう
に使われていた。









































ふ ね ま ち
ここでも、牧水と茂吉におけるこの「しんしんと」の同時出現がみられたということだけ
を確認しておきたい（この牧水の歌では「ひどく痛むさま」の意の「岑岑」の字が当てられよう）。
いっぽう、いまむしろ注目しておきたいのは、高村光太郎がすでに 1911 年［明 44］３
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どき-たへがたし」と、茂吉の歌における「ひたはしる-わがみちくらし-しんしんと-わが























































ひるがえって白秋のほうでは、茂吉の上の名高い二首の 1913 年［大 2］9 月における雑
誌掲載そして翌 10月の『赤光』刊行のあとすぐ、同年 12月から翌 1月にかけて「しんし




























































（1913 年［大 2］12 月『詩歌』初出）は、類似表現のみえる茂吉の前掲の歌「さ庭べにさるす













いちにち座してしんしんと祈らるる 56 （「燻し銀」1914年［大 3］3月『上毛新聞』初出）
君は肌より波を生み













































































し-しんしんと-堪へかねたる」（1913 年［大 2］9 月初出）という語彙連合になんらかの影響
をあたえた可能性、そしてその茂吉の歌がさらに白秋の歌の「しんしんと-堪へがたくな
りて」や「飢に堪へかね-しんしんと」（ともに 1914 年［大 3］1 月初出）の語彙連合へとつな



























































［大 2］5 月、同 7 月）、これまで見てきた犀星、白秋、茂吉たちのあいだに成立していた
文学場にくわわるかのように、
しんしんたる浪路のうえ、祈れば我が手につながれ、あきらかに珊瑚の母体は昇天す。68
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